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湖
南
市

�

　

東
庁
舎
で
の
開
庁
式
が

開
式
し
ま
し
た
。
西
岡
種

夫
市
長
職
務
執
行
者
が
「
住
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
式
辞

を
述
べ
た
あ
と
、
矢
野
進
次
市
議

会
議
員
の
あ
い
さ
つ
、
祝
電
披
露
、

「
湖
南
市
役
所
」
の
銘
板
の
除
幕
、

市
旗
の
掲
揚
と
続
き
、
こ
れ
か
ら

の
湖
南
市
を
祝
う
万
歳
三
唱
で
閉

式
し
ま
し
た
。

AM7:40

　

合
併
し
て
か
ら
変
わ
っ
た
こ
と

は
、
旗
が
変
わ
っ
た
こ
と
。
そ
れ

か
ら
自
転
車
で
行
け
る
範
囲
が
広

く
な
っ
た
こ
と
。

　

市
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
れ
ば
楽

し
い
な
、
と
思
う
の
は
市
民
運
動

会
で
す
。

�

石
部
小
学
校
の
皆
さ
ん

　

続
い
て
西
庁
舎
の
開
庁
式
へ
…

　

市
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
は
ま

だ
わ
き
ま
せ
ん
が
、
市
に
な
っ
た

か
ら
に
は
町
で
有
し
て
い
た
課
題

を
少
し
ず
つ
で
も
解
決
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
例
え
ば
柑
子
袋

は
石
部
と
隣
合
わ
せ
で
す
が
、
道

路
の
整
備
な
ど
が
十
分
で
な
く
、

買
い
物
な
ど
に
行
く
の
も
不
便
に

感
じ
ま
す
。

�

合
併
し
た
ば
か
り
で
大
変
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、
財
政
面
も
内
部

的
に
引
き
締
め
る
と
こ
ろ
は
引
き

締
め
、
財
源
を
確
保
し
て
事
業
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
（
柑

　

子
袋
支
部
）
の
皆
さ
ん

　

町
の
区
別
が
な
く
な
っ
た
ほ
う

が
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
使
え
る

よ
う
に
な
る
の
で
い
い
で
す
ね
。

　

わ
た
し
た
ち
在
住
外
国
人
は
自

分
た
ち
の
国
の
い
い
と
こ
ろ
を
メ

デ
ィ
ア
よ
り
も
ず
っ
と
分
か
り
や

す
く
日
本
の
人
た
ち
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は

日
本
の
人
と
仲
よ
く
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
し
、
積
極
的
に
飛
び
込

ん
で
き
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
が

交
流
を
生
み
、
可
能
性
を
広
げ
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

�

カ
イ　

ク
レ
イ
ジ　

ル
シ
ア 

フ

　

ェ
レ
イ
ラ　

ジ
メ
ロ
さ
ん

（
吉
永
）

　

石
部
は
歴
史
も
古
く
、
東
海
道

五
十
三
次
の
宿
の
一
つ
と
し
て
、

毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ
る
ま
ち
で

す
。
湖
南
市
に
な
っ
て
も
、
こ
の

情
緒
あ
ふ
れ
る
風
景
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
石
部
に
も
甲
西
に
も
国

宝
・
名
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

今
は
ま
だ
お
互
い
の
そ
の
よ
う
な

名
所
も
知
ら
な
い
よ
う
な
状
態
で

す
。
一
度
、
ま
ち
を
ゆ
っ
く
り
散

策
し
て
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
た
り

し
て
理
解
を
深
め
合
っ
て
い
け
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

�
 

川
浪　

学
さ
ん  　
　
　
　

ま
ち
子
さ
ん
（
石
部
東
）

AM8:00　

西
庁
舎
で
も
、
職
務
執

行
者
の
式
辞
、
中
野
栄
徳

市
議
会
議
員
の
あ
い
さ
つ
、
祝
電

披
露
、
銘
板
の
除
幕
、
市
旗
の
掲

揚
、
万
歳
三
唱
と
式
が
進
み
、
湖

南
市
両
庁
舎
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

式
後
、
職
務
執
行
者
が
湖
南
市

第
１
号
の
住
民
票
の
交
付
を
受
け

ま
し
た
。

 

１０
月
８
日
（
金
）

　

湖
南
市
が
発
足
し
て
初
め
て
の
議
会
が
、
東
庁
舎
の
議
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

議
員
総
数
３６
名
。
こ
れ
か
ら
１
年
１
カ
月
の
間
、
市
民
の
声
を
代
弁
し

ま
す
。

　

湖
南
市
に
期
待
す
る
の
は
、
主

に
交
通
網
の
整
備
で
す
。
人
口
が

増
え
た
う
え
に
、
車
以
外
の
交
通

手
段
を
利
用
し
に
く
い
環
境
が
、

ひ
ど
い
渋
滞
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

菩
提
寺
か
ら
栗
東
方
面
へ
の
橋

を
か
け
て
車
の
流
れ
を
分
散
し
た

り
、
自
転
車
道
の
確
保
を
し
て
自

転
車
利
用
者
を
増
や
す
な
ど
し
て
、

渋
滞
の
緩
和
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
便
宜
や
交
流
の
面
か
ら

考
え
て
、
石
部
と
菩
提
寺
を
つ
な

ぐ
よ
う
な
巡
回
バ
ス
が
あ
る
と
よ

い
で
す
ね
。

�

　
　
　
　

森　

秋
男
さ
ん

（
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
）

　

石
部
の
区
域
内
で
は
た
い
て
い

の
施
設
が
整
っ
て
い
る
の
で
、
な

か
な
か
甲
西
方
面
ま
で
行
く
機
会

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
市

に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
一
つ
の
こ

と
を
旧
石
部
町
域
・
旧
甲
西
町
域

で
別
々
に
行
っ
た
り
す
る
の
で
は

意
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
運
動
会
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
聞
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
は
す
ご
く
中
途
半

端
な
気
が
し
ま
す
。
市
と
し
て
全

体
で
、
い
い
方
向
に
進
ん
で
い
け

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
気
に
な
る
こ
と
は
、
子
ど
も

の
学
区
域
や
、
保
健
の
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

�

匿
名
（
宮
の
森
）

合併して１ヵ月。市民の皆さんから新市に対する思いを寄せていただきました。

 

１０
月
１
日
（
金
）

　

抜
け
る
よ
う
な
青
空
、
さ
わ
や
か
な
朝
の
光
の
中
、
湖
南
市
開
庁
式
が

東
庁
舎
お
よ
び
西
庁
舎
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
祝
砲
が

響
き
、
何
事
か
と
思
っ
た
人
も
あ
っ
た
の
で
は
？

　

市
内
の
ど
こ
に
ど
ん
な
施
設
が

あ
っ
て
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
も

っ
と
外
国
人
向
け
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も

ら
え
れ
ば
外
国
人
の
地
域
へ
の
参

加
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

逆
に
日
本
人
も
、
外
国
人
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
知
ら
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
わ
た
し
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
、
地
域
と
の

架
け
橋
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
域
に
住
む
外
国
人
の
数

は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
の
に
、

日
本
を
動
か
す
パ
ワ
ー
と
し
て
外

国
人
を
生
か
せ
る
よ
う
な
制
度
が

十
分
で
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
新
市
に
な

っ
た
今
が
こ
う
い
っ
た
状
況
を
見

直
す
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

�

上
江
洲　

清
さ
ん
（
吉
永
）

右
側　

カ
イ  

ク
レ
イ
ジ  

ル
シ
ア 

フ
ェ
レ

　
　
　

イ
ラ  

ジ
メ
ロ
さ
ん

中
央　

上
江
洲
清
さ
ん
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日枝神社

磨崖不動明王

十二坊温泉ゆらら
（湖國十二坊の森）

善水寺
（国宝）

松尾神社

西応寺

松
並
木 市役所西庁舎

旧 東 海 道石部宿
「田楽茶屋」

吉御子
神社

雨山文化
運動公園

常楽寺（国宝） 長寿寺
（国宝）

紫雲の滝

青少年自然道場

天
保
義
民
碑

市役所東庁舎

JR 草 津 線

国 道 1 号

岩根小

下田小

甲西北中

菩提寺小

甲西高

甲西中

甲西駅

野 洲 川

石部駅 三雲駅

じゅらくの里

木工の館
土の館
もりの駅

石部南小

石部高

石部中

三雲養護

三雲小

妙感寺

石部小 吉姫
 神社

道
の
辺
広
場

い
し
べ
宿
驛

小
島
本
陣
跡 うつくし松

（天然記念物）

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

水戸小
文

日枝中
文

文

〒

〒

〒

〒

〒

文

近江木綿
正藍染

菩提禅寺
廃少菩提寺跡

こなん

路
ひんやりとした風が頬をかすめ、秋の気配を運んでくると樹々の
葉が紅く色づきはじめます。ロマンチックな秋、芸術の秋、そし
て食欲の秋。自然いっぱいの湖南市には見どころもいっぱい！秋
晴れの一日、ちょっと足を伸ばして秋を見つけに出かけませんか？

長寿・常楽の郷　じゅらくの里
　憩いと安らぎの場、自然に満ちた健康・福祉ゾーン。情報発信拠点
の福祉パーク館をはじめ、土の館や木工の館などの体験施設も充実し
ています。四季の花々が香るふれあい広場には大型遊具が設置され、
リフレッシュできるステキなオアシスです。

雨山文化運動公園
　園内には東海道石部宿歴史民
俗資料館や雨山研修館宿場の里、
臥龍（がりゅう）の森などが設
けられています。臥龍の森は「全
国森林浴の森100選」の一つで
約4kmの遊歩道を散策すれば、
心も体もリフレッシュ。
　また、グラウンド・体育館・
テニスコートやプールも完備さ
れており、スポーツを楽しむこ
とができます。

常楽寺
　阿星山の山麓にある天台宗の古刹。奈良
時代に良弁が創建しました。奈良の都に東
大寺や西大寺があるように甲賀の紫香楽の
宮の西寺が常楽寺、東寺が長寿寺にあたり
ます。

　阿星山の山麓にある天台宗の古刹。山門
をくぐると楓や杉の大木に囲まれた参道が
二つに分かれ、右は長寿寺、左は守護神の
白山神社へと続きます。奈良時代に聖武天
皇の勅願により良弁が創建しました。紅葉
の季節には優雅な本堂が美しく映えわたり
ます。

長寿寺

磨崖不動明王石像
　花園の集落から岩根山に登ると
左手に大きな自然の岩に掘られた
磨崖不動明王石像が見えてきます。
像の高さは約4.3mで、その巨大
さは圧巻です。

善水寺
　桓武天皇に清水を献上したところ、
病が平癒したことから寺号を賜っ
たという天台宗の古刹。奈良時代
に国家鎮護の道場として建立され
た後、最澄によって中興され、延
暦寺の別院となりました。

妙感寺
　緑に包まれ、閑静で由緒あるたたずまいを見せてい
る妙感寺は、南朝の忠臣藤原藤房が建立したと伝えら
れ、戦死した人の霊を祈念したといわれています。本
堂裏山にある巨岩には、地蔵菩薩、両脇に二童子が彫
られた磨崖地蔵菩薩を見ることができます。

湖國十二坊の森
　「湖國十二坊の森」の中心となる「十
二坊温泉ゆらら」には、さまざまな浴槽
施設があります。また、温泉施設のほかに、
に、十二坊庭園、ふれあい広場、森林浴
トリムコースなど充実した施設が整って
います。

N
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湖
南
市
長
選
挙

【
投
票
日
】
11
月
7
日（
日
）

【
投
票
時
間
】
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

　

湖
南
市
長
選
挙
を
１１
月
７
日（
日
）

投
・
開
票
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
意
思
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
身
近
な
選
挙
で
す
。

　

一
票
の
権
利
を
大
切
に
、
棄
権

せ
ず
に
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し

ょ
う
。

◎
投
票
で
き
る
人

　

昭
和
５９
年
１１
月
８
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
１６
年
７
月
３０

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
湖
南
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
投

票
日
当
日
ま
で
引
き
続
き
湖
南
市

に
住
ん
で
い
る
人
（
平
成
１６
年
７

月
３０
日
以
降
に
旧
石
部
町
と
旧
甲

西
町
と
の
間
で
転
出
ま
た
は
転
入

し
て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
）
。

　

な
お
、
１１
月
６
日
ま
で
に
湖
南

市
か
ら
転
出
し
た
人
は
、
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

◎
投
票
所
入
場
券

　

選
挙
人
の
確
認
と
投
票
事
務
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、
必
ず
投

票
所
入
場
券
を
持
参
の
う
え
、
記

載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
を

な
く
し
た
場
合
で
も
、
当
日
、
そ

の
旨
を
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出

て
く
だ
さ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
が
届
い

て
も
、
当
日
選
挙
権
の
な
い
人
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

◎
期
日
前
投
票

【
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
】

　

●
自
営
業
な
ど
の
人
や
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
人

　

●
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の

私
用
で
、
投
票
日
に
投
票
所

に
行
け
な
い
人

　

●
病
気
や
け
が
、
妊
娠
な
ど
の

理
由
で
歩
け
な
い
人

・
期　

間

�

１１
月
１
日（
月
）〜
１１
月
６
日（
土
）

・
時　

間

�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

・
場　

所

�

市
役
所
東
庁
舎（
旧
甲
西
町
役
場
）

　

３
階
第
５
会
議
室

�

※
西
庁
舎
で
は
期
日
前
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
持
参
す
る
も
の

�

投
票
所
入
場
券

◎
郵
便
投
票

【
郵
便
投
票
が
で
き
る
人
】

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
人
や
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介

護
５
の
人
の
た
め
に
、
自
宅
で
投

票
を
行
い
、
郵
便
で
送
る
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
郵
便
に
よ
る
投
票
を
行

う
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
手
続
き
な
ど

に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
に
お
け
る
代
理
記
載
制
度
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
あ
ら
か

じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申

請
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
投
票
用
紙
等
の
請
求
方
法
】

　

選
挙
の
期
日
前
４
日
（
１１
月
３

日
）
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会
に

投
票
用
紙
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。�

◎
開　

票

・
日　

時

�

１１
月
７
日（
日
）午
後
９
時
１５
分
〜

・
場　

所

�

共
同
福
祉
施
設
（
サ
ン
ラ
イ
フ

　

甲
西
）
２
階
大
ホ
ー
ル

�

※
一
般
参
観
で
き
ま
す
が
、
場

内
で
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�

湖
南
市
選
挙
管
理
委
員
会

�

　
　

（
７１
）
２
３
５
７

選
挙
運
動
の
ル
ー
ル

◆
戸
別
訪
問
の
禁
止

　

選
挙
運
動
の
目
的
で
有
権
者
の

家
な
ど
を
訪
問
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
署
名
運
動
の
禁
止

　

選
挙
に
関
し
て
、
特
定
の
人
に

投
票
す
る
よ
う
、
ま
た
は
特
定
の

人
に
投
票
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
有
権
者
に
対

し
て
署
名
運
動
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
気
勢
を
張
る
行
為
の
禁
止

　

選
挙
運
動
の
た
め
、
自
動
車
を

連
ね
る
な
ど
、
気
勢
を
張
る
行
為

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

　

飲
食
物
の
提
供
が
禁
止
さ
れ
る

の
は
、
す
べ
て
の
人
に
つ
い
て
で

す
。

　

選
挙
運
動
に
関
し
て
候
補
者
が

選
挙
運
動
員
や
第
三
者
を
慰
労
す

る
目
的
で
飲
食
物
を
提
供
す
る
場

合
。

　

第
三
者
が
候
補
者
や
選
挙
運
動

員
を
激
励
す
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ

る
陣
中
見
舞
な
ど
の
形
で
提
供
す

る
場
合
。

　

た
だ
し
、
湯
茶
お
よ
び
こ
れ
に

伴
い
通
常
用
い
ら
れ
る
程
度
の
菓

子
の
提
供
や
、
候
補
者
が
選
挙
運

動
員
や
選
挙
活
動
に
使
用
す
る
労

務
者
に
対
し
、
選
挙
期
間
中
の
制

限
に
従
っ
て
提
供
す
る
も
の
に
限

り
、
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧石部町の投票区が
　　　　　再編されました
投票区 投票所施設名 該当行政区

第 ９ 投票区 石部幼稚園 石部東、宮の森

第１０投票区 石部保健センター
石部中央（石部北、石
部口を含む）、岡出

第１１投票区 松籟会館
石部西（石部緑
台を含む）

第１２投票区 石部南幼稚園
宝来坂（石部が丘、雨
山を含む）、西寺、丸山

第１３投票区 阿星保育園 石部南

第１４投票区 福祉パーク館 東寺

※旧甲西町の投票区番号は一部変更になりますが、投票所

施設については、変更はありません。



7  Konan2004.11

滋
賀
県
議
会
議
員

　
　
　
　
　

補 

欠 

選 

挙

【
投
票
日
】
11
月
28
日（
日
）

【
投
票
時
間
】
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

◎
投
票
で
き
る
人

　

昭
和
５９
年
１１
月
２９
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
１６
年
８
月
１８

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
湖
南
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人

�

◎
期
日
前
投
票

・
期　

間

�

１１
月
２０
日（
土
）〜
２７
日（
土
）

・
時　

間

�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

・
場　

所

�

市
役
所
東
庁
舎（
旧
甲
西
町
役
場
）

　

３
階
第
５
会
議
室

・
持
ち
物

�

投
票
所
入
場
券�

◎
開　

票

・
日　

時
�

１１
月
２８
日
（
日
）

�

午
後
９
時
１５
分
〜

・
場　

所

�

共
同
福
祉
施
設
（
サ
ン
ラ
イ
フ

　

甲
西
）
２
階
大
ホ
ー
ル�

■
問
い
合
わ
せ
先

�

湖
南
市
選
挙
管
理
委
員
会

�

　
　

（
７１
）
２
３
５
７

（
甲
賀
郡
選
挙
区
）

投票所が変わります

第19投票区

菩提寺公民館

菩提寺区自治会館

※11月28日は、「菩提寺公民館ま

つり」が開催されるため、投票所が変

更となりますのでご注意ください。

　なお、次回の選挙からは従来どおり、

菩提寺公民館で行います。

狩
猟
期
間
中
（
１１
月
１５
日
〜
平
成
１７
年

２
月
１５
日
）  

の
事
故
防
止
の
た
め
に

　

１１
月
１５
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
と

な
り
、
来
年
の
２
月
１５
日
ま
で
の

間
、
猟
銃
な
ど
を
使
用
し
た
狩
猟

が
県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
全
国
で
狩
猟
に
伴
う
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

【
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
へ
】

○
狩
猟
の
時
間
を
守
る
。

○
発
射
の
直
前
ま
で
弾
を
込
め
な

い
。

○
発
射
す
る
と
き
は
、
獲
物
が
何

で
あ
る
か
、
確
実
に
確
認
す
る
。

○
狩
猟
が
終
わ
れ
ば
、
寄
り
道
せ

ず
に
直
ち
に
銃
や
弾
を
自
宅
に
持

ち
帰
り
確
実
に
保
管
す
る
。

【
住
民
の
皆
さ
ん
へ
】

○
狩
猟
中
の
ハ
ン
タ
ー
を
見
か
け

た
と
き
は
、
付
近
に
近
づ
か
ず
、

自
分
が
そ
の
場
に
い
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
。

○
山
や
野
に
入
る
と
き
は
人
目
に

付
き
や
す
い
服
装
を
す
る
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

住
所
表
示
変
更
通
知
は
が
き

　

湖
南
市
の
発
足
に
伴
い
、
住
所

の
表
示
が
変
わ
り
ま
し
た
。
親
戚

や
知
人
、
取
引
先
な
ど
に
新
し
い

住
所
を
知
ら
せ
て
い
た
だ
く
た
め

の
「
住
所
表
示
変
更
通
知
は
が
き
」

（
切
手
不
要
）
が
石
部
・
甲
西
両

郵
便
局
か
ら
無
料
で
提
供
さ
れ
ま

す
。

　

は
が
き
は
東
庁
舎･

西
庁
舎
・

各
出
張
所
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口

に
置
い
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
は
が
き
の
枚
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

　

湖
南
市
在
住
ま
た
は
在
勤
の
か

　

た

■
枚　

数

�

１
世
帯
（
１
事
業
所
）
当
た
り

　

５０
枚

■
留
意
事
項

①
は
が
き
の
表
側
に
相
手
先
の
「
郵

便
番
号
」
お
よ
び
「
住
所
」
「
氏

名
」
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
は
が
き
の
裏
側
に
は
「
新
住
所
」

「
氏
名
」
以
外
は
記
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

③
は
が
き
は
、
湖
南
市
内
の
郵
便

ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
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湖
南
市
議
会

湖
南
市
教
育
委
員
会

議　

長
に 

矢 

野 

進 

次 

氏

副
議
長
に 

中 

野 

栄 

徳 

氏

　

平
成
１６
年
１０
月
議
会
臨
時
会
が
、

１０
月
８
日
か
ら
１２
日
に
か
け
て
行

わ
れ
、
議
長
選
挙
お
よ
び
副
議
長

選
挙
に
お
い
て
、
議
長
に
矢
野
進

次
議
員
、
副
議
長
に
中
野
栄
徳
議

員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

矢野 進次氏

中野 栄徳氏

警
察
と
住
民
の
皆
さ
ん
の

　
　
　
　

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に

甲
賀
警
察
署
協
議
会
に
つ
い
て

　

滋
賀
県
警
察
本
部
で
は
、
平
成

１３
年
６
月
か
ら
警
察
署
協
議
会
を

設
置
し
て
お
り
、
甲
賀
警
察
署
管

内
（
湖
南
市･

甲
賀
市
）
で
も
９

人
の
か
た
が
委
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
委
員
さ
ん
に
は
、
警

察
署
の
管
轄
区
域
内
に
お
け
る
警

察
の
業
務
に
関
し
、
地
域
住
民
の

代
表
と
し
て
警
察
署
長
の
諮
問
に

こ
た
え
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域

の
安
全
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な

ど
を
伝
え
て
い
き
、
よ
り
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

湖
南
市
の
委
員
の
皆
さ
ん
は
次

の
か
た
で
す
。

○
森
田
龍
典
さ
ん

（
東
寺
三
丁
目
３
番
１２
号
）

○
園
田
武
夫
さ
ん

（
岩
根
１
１
５
２
番
地
）

○
高
井
宣
彦
さ
ん

（
岩
根
１
１
９
４
番
地
）

教
育
委
員
長
に

�

　
　
　
　

麻 

生 

喬 

之 

氏

委
員
長
職
務
代
理
者
に

�

　
　
　
　

立 

入 　

 

二 

氏

教
育
長
に

�

　
　
　
　

奥 

村 

容 

久 

氏

立 入 　 二氏

遠 藤 陸 朗氏 並 河 正 勝氏 奥 村 容 久氏

　

１０
月
１
日
、
臨
時
教
育
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
教
育
委
員
長
に
麻

生
喬
之
氏
が
、
委
員
長
職
務
代
理

者
に
立
入　

二
氏
が
、
教
育
長
に

奥
村
容
久
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
、
１０
月
１
日
付
で
就
任
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
旧
甲
西
町
教
育
委
員
の

並
河
正
勝
氏
と
旧
石
部
町
教
育
委

員
の
遠
藤
陸
朗
氏
が
湖
南
市
の
教

育
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
、
同
日

付
で
就
任
し
ま
し
た
。

麻 生 喬 之氏

「
広
報
こ
な
ん
」
に
ご
意
見
を
！

　

市
で
は
、
広
報
活
動
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
、
広
報
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

※
今
回
の
募
集
は
旧
石
部
町
域
に

在
住
の
人
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
応
募
資
格

�

市
内
旧
石
部
町
域
在
住
の
２０
歳

以
上
の
人
で
、
「
広
報
こ
な
ん
」

に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
言
を
し

て
い
た
だ
け
る
人
。
た
だ
し
、
公

務
員
、
区
長
は
除
き
ま
す
。

■
任　

期

�

平
成
１６
年
１２
月
１
日
〜
平
成
１８

　

年
３
月
３１
日

■
募
集
人
員

�

７
人

■
モ
ニ
タ
ー
内
容

①
「
広
報
こ
な
ん
」
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
（
毎
月
）

②
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年

１
回
程
度
）

③
各
種
情
報
の
提
供
（
随
時
）

■
応
募
方
法

�

１１
月
１５
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、

申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

�

政
策
秘
書
課
広
報
・
広
聴
担
当

�

　
　

（
７１
）
２
３
１
４
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お
世
話
に
な
り
ま
す
！

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　

市
内
に
は
42
の
行
政
区
が
あ
り
ま
す
。
各
区
か
ら
選
ば
れ
た
区
長
さ

ん
に
は
、
地
元
住
民
の
代
表
と
し
て
、
地
域
の
ま
と
め
役
や
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平成16年度  湖南市区長一覧（平成16年10月１日現在）

区長会役員
会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
監 事
監 事

林 　 隆 一
広 部 　 武
西　岡　建　己
竹　内　宗　一
荻 原 　 茂
奥 村 　 博

学区連絡協議会役員
三 雲 学 区 長
石 部 学 区 長
石部南学区長
岩 根 学 区 長
菩提寺学区長
下 田 学 区 長
水 戸 学 区 長

奥　村　清　一
青　木　　　稔
川　崎　實　二
林　　　益　善
荻　原　　　茂
山　元　辰　雄
松　村　正　夫

湖南市第１回区長会が開催されました湖南市第１回区長会が開催されました
　市内４２行政区の区長が一堂に会し、平成１６年度湖南市初の区
長会が１０月１４日、共同福祉施設（サンライフ甲西）で行われま
した。
　第１回区長会は、市長職務執行者のあいさつに始まり、続い
て区長の紹介と市執行部職員の紹介が行われました。今回の初
会合では、役員選出などが協議されました。

次のかたがたが役員に選任
されました

三 雲 谷　口　　　守

妙 感 寺 佐々木　正　俊

吉 永 中　野　正　義

夏 見 山　中　宗　一

　 針 　 西　岡　建　己

岩 根 西 南 　 松 三

岩 根 花 園 林　　　益　善

正 福 寺 園　　　隆　士

北 山 台 丹　波　　　進

菩 提 寺 荻 原 　 茂

み ど り の 村 伊勢谷　　　恕

三 上 台 大　黒　　　賢

イワタニランド 木　下　幹　敏

近 江 台 三　上　伸　征

ハイウェイサイドタウン 矢　田　邦　昭

下 田 東 山　中　輝　男

下 田 西 谷　口　辰　治

下 田 南 谷 　 　 諭

下 田 北 喜 多 紀 夫

中 山 稲 森 　 勇

緑 ヶ 丘 山 元 辰 雄

大 谷 中 森 　 務

ル モ ン 甲 西 藤　本　英　樹

中 央 廣　井　正　司

平 松 奥 村 清 一

柑 子 袋 伊 藤 　 實

石 部 東 井 上 靖 洋

石 部 中 央 青 木 　 稔

石 部 西 奥 村 　 博

岡 出 広 部 　 武

宮 の 森 川 崎 實 二

宝 来 坂 関 田 一 男

石 部 南 小 峯 信 義

東 寺 山 中 善 之

西 寺 ・ 丸 山 竹 内 宗 一

朝 国 林 　 隆 一

岩 根 東 口 奥 村 三 郎

岩 根 東 園 田 完 次

区　　　名 区　　　長 区　　　名 区　　　長

松風苑桐山団地自治会連合会 宮 川 一 馬

湖 南 団 地 北 青 谷 　 清

湖 南 団 地 中

湖 南 団 地 南 松 村 正 夫

※「下田中山区」は10月1日より「中山区」に名称変更となりました。
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大
腸
が
ん
検
診
の
実
施
に
つ
い
て

女
性
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す

〜
容
器
を
追
加
配
布
し
ま
す

湖
南
市
で
2
ヵ
所
目
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

甲
賀
圏
域
で
７
カ
所
目
、
湖
南

市
で
２
カ
所
目
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
あ
ぼ
し
」
が
完
成
し
ま

し
た
。

■
場　

所

�

丸
山
四
丁
目
５
番
１
号

■
施
設
の
概
要

○
居
住
定
員
／
５０
名

�

居
住
費
（
１
日
当
た
り
）／
１
、

　

５
０
０
円

○
短
期
入
所
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
／
２０
名

�

居
住
費
（
１
日
当
た
り
）
／
８

　

０
０
円

※
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
右
記
居

住
費
の
ほ
か
、
介
護
保
険
で
定
め

ら
れ
た
介
護
報
酬
額
、
全
国
で
統

一
さ
れ
た
食
事
の
負
担
額
お
よ
び

日
常
生
活
に
か
か
る
実
費
な
ど
が

必
要
で
す
。

※
部
屋
は
全
室
個
室
（
７０
室
）
、

６
ユ
ニ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
建
物
の
概
要

�

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建

　

３
、
４
０
０
・
１
２　

（
敷
地

　

１
１
、
２
０
２
・
５
６　

）�

■
問
い
合
わ
せ
先

�

社
会
福
祉
法
人　

八
起
会

　
　

（
７７
）
０
０
３
７

石部駅

あぼし

至甲賀市

野洲川

JR草津線

石部中央

石部口

石部高校前

旧道（東海道） ●西庁舎●西庁舎

石部高校
●

国道1号至栗東市

　

平
成
１６
年
度
の
大
腸
が
ん
検
診

は
受
診
し
ま
し
た
か
？
６
月
に
実

施
し
ま
し
た
が
、
お
忘
れ
の
人
は

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
配
布
日
時

　

１１
月
１５
日
（
月
）・
１６
日
（
火
）・

　

１７
日
（
水
）

�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
配
布
場
所

�

旧
住
所
地
の
保
健
セ
ン
タ
ー

�

※
旧
住
所
地
以
外
の
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
お
渡
し
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

�

４０
歳
以
上
の
人

�

※
６
月
に
容
器
を
お
渡
し
し
た

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
受
診
料

�

５
０
０
円

�

※
無
料
と
な
る
年
齢
は
今
年
度

に
限
り
、
引
き
続
き
旧
町
そ
れ

ぞ
れ
で
設
定
さ
れ
た
年
齢
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

�

※
容
器
提
出
日
に
つ
い
て
は
、

配
布
時
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

▼
大
腸
が
ん
検
診
と
は
…

●
便
を
専
用
の
容
器
に
採
取
し
て

い
た
だ
き
、
便
の
中
に
潜
血
が
混

じ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
診
ま
す
。

１
日
分
の
便
で
は
正
確
な
検
査
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
２
日
分
の
便

が
必
要
で
す
。

●
１
本
で
も
潜
血
が
見
ら
れ
る
と
、

ど
こ
か
ら
の
出
血
か
を
調
べ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
「
痔
だ
か
ら
…
」

と
出
血
が
あ
っ
て
も
精
密
検
査
を

受
け
な
い
人
が
い
ま
す
が
、
意
味

の
あ
る
検
診
を
行
う
た
め
に
、
痔

の
症
状
が
あ
る
人
は
、
ま
ず
そ
の

治
療
を
行
っ
て
か
ら
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
保
健
セ
ン
タ
ー
（
旧
甲
西
町
保

　

健
セ
ン
タ
ー
）（

７２
）
４
０
０
８

○
石
部
保
健
セ
ン
タ
ー

�

　
　

（
７７
）
７
０
０
８

　

市
で
は
、
１０
月
１
日
よ
り
女
性

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
家
庭
児
童

相
談
員
と
母
子
自
立
支
援
員
が
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
児
童
相
談
員
は
、
Ｄ
Ｖ
〔
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
夫

や
恋
人
か
ら
の
暴
力
）
〕
や
児
童

へ
の
虐
待
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
子

自
立
支
援
員
は
、
母
子
家
庭
の
母

親
の
自
立
に
向
け
た
総
合
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
受
付
時
間

　

平
日
の
業
務
時
間
中
（
午
前
８

　

時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
）

■
窓　

口

　

子
育
て
支
援
課

　

（
７１
）
２
３
９
０
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市
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

FAX

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

　

湖
南
市
の
発
足
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
の

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る
人
で
助

成
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

�

母
子
健
康
手
帳
を
取
得
し
て
い

る
妊
婦
の
う
ち
、
１０
月
１
日
以
後

に
医
療
機
関
に
お
い
て
妊
婦
健
康

診
査
を
受
け
た
人
で
、
次
の
①
も

し
く
は
②
に
該
当
す
る
人

①
生
活
保
護
世
帯
の
人

②
当
該
年
度
（
４
月
か
ら
６
月
ま

で
の
健
康
診
査
に
か
か
わ
る
受
診

に
あ
っ
て
は
前
年
度
）
の
市
民
税

非
課
税
世
帯
な
ら
び
に
市
民
税
免

除
世
帯
の
人

■
助
成
経
費

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
に
要
し
た

費
用
で
、
健
診
１
回
に
つ
き
１
、

５
０
０
円
以
内
と
し
ま
す
（
最
大

４
回
分
ま
で
）
。

　

な
お
、
申
請
に
当
た
っ
て
は
該

当
す
る
健
康
診
査
の
受
診
記
録
が

母
子
健
康
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
（
も
し
く
は
、
こ
れ
を
証

す
る
こ
と
の
で
き
る
書
類
が
あ
る

こ
と
）
が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
間

　

対
象
回
数
終
了
後
速
や
か
に
左

記
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
医
療
機
関
が
発
行
す
る
妊
婦
一

般
健
康
診
査
に
要
し
た
費
用
の

領
収
書
の
写
し
ま
た
は
支
払
済

証
明
書

②
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る

母
子
健
康
手
帳

③
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
先

�

保
健
セ
ン
タ
ー
（
旧
甲
西
町
保

　

健
セ
ン
タ
ー
）

�

（
７２
）
４
０
０
８

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
人
を
対
象

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
。
必
ず
接
種
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
分
の
健
康
管
理
の
た
め

に
な
る
べ
く
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
対
象
者

①
湖
南
市
民
で
、
昭
和
１４
年
１１
月

１６
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②
湖
南
市
民
で
６０
歳
以
上
６５
歳
未

満
（
昭
和
１４
年
１１
月
１７
日
生
〜

昭
和
１９
年
１１
月
１６
日
生
）
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫

不
全
な
ど
で
障
害
が
あ
る
人
（
医

師
の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害

者
手
帳
の
写
し
が
必
要
で
す
）

■
実
施
期
間

�

１１
月
１５
日（
月
）〜
１２
月
２８
日（
火
）

■
実
施
場
所
な
ど

　

市
指
定
医
療
機
関
（
下
表
）
で

実
施
し
ま
す
。
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
よ
っ
て

は
事
前
の
申
し
込
み
（
予
約
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

○
予
診
票

○
自
己
負
担
金
（
１
、
０
０
０
円
）

○
体
温
計

○
健
康
保
険
証
な
ど
（
本
人
確
認

の
た
め
必
要
で
す
。
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

※
予
診
票
は
、
両
保
健
セ
ン
タ
ー
、

東
庁
舎
（
高
齢
福
祉
介
護
課
）
、

各
出
張
所
（
三
雲
・
柑
子
袋
・
岩

根
・
菩
提
寺
・
下
田
・
水
戸
）
、

各
会
館
（
三
雲
・
夏
見
・
松
籟
・

岩
根
）
、
三
雲
教
育
集
会
所
、
石

部
南
公
民
館
、
各
医
療
機
関
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
接
種
当
日
に
、

記
入
の
う
え
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
実
施
期
間
の
う
ち
医
療
機
関
の

取
り
扱
い
可
能
日
と
な
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
な
ど
に
該
当
す
る
人
に
つ

い
て
は
、
自
己
負
担
金
免
除
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
必
要
で

す
の
で
必
ず
事
前
に
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
保
健
セ
ン
タ
ー（
旧
甲
西
町
保
健

　

セ
ン
タ
ー
）　

（
７２
）
４
０
０
８

○
石
部
保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

（
７７
）
７
０
０
８

・荒川外科医院　　　　　　75‐1477
・生田病院　　　　　　　　74‐8577
・岩根診療所　　　　　　　72‐0039
・梅村こどもクリニック　　72‐8606
・小川診療所　　　　　　　77‐8082
・菊田医院　　　　　　　　72‐3351
・甲西リハビリ病院　　　　72‐2881
・石部医療センター　　　　77‐4100
・湖南労働衛生センター　　75‐0180
・武田医院　　　　　　　　77‐2021
・中村医院　　　　　　　　75‐0025
・夏見診療所　　　　　　　72‐0015
・のむら小児科　　　　　　77‐8228
・深野内科医院　　　　　　72－9595
・ふじた医院　　　　　　　72‐8777
・ほしやま内科医院　　　　74‐8618
・菩提寺診療所　　　　　　74‐1121

■
支
給
対
象
者

　

平
成
１６
年
１０
月
１
日
現
在
、
市

（
旧
石
部
町
・
旧
甲
西
町
）
内
に

１
年
以
上
住
所
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

�

①
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
で
１８

歳
ま
で
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
保
護
者

�

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
で
、
１
級
か

ら
３
級
ま
で
に
該
当
す
る
人

�

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

�

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
２
万
円
。

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
第
２
子

以
降
に
つ
い
て
は
１
人
に
つ
き
５

千
円
の
加
算
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

印
鑑
、
通
帳
（
支
給
対
象
者
が

児
童
の
場
合
は
そ
の
保
護
者
の
も

の
）
、
ま
た
、
母
子
・
父
子
家
庭

に
つ
い
て
は
そ
れ
を
証
明
す
る
書

類
、
障
害
者
に
つ
い
て
は
身
体
障

害
者
・
療
育
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
各
手
帳
を
そ
れ
ぞ
れ
お
持
ち

の
う
え
、
１１
月
１９
日
（
金
）
ま
で

に
左
記
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
福
祉
医
療
費
受
給
券
や
児

童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
に
つ
い
て
は
証
明
書
類
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
で
は
支
給
対
象
者
に
対
し
て

個
別
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

通
知
の
な
い
人
で
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
人
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

�

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
　
　
�
　

（
７１
）
２
３
２
７

�
　
　
　
　

（
７２
）
３
７
８
８
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平成15年度

決  算

　

依
然
と
し
て
景
気
低
迷
が
続
く

な
か
、
合
併
を
目
前
に
控
え
た
両

町
で
は
、
平
成
15
年
度
も
事
業
の

見
直
し
や
経
費
の
節
減
な
ど
、
行

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
去
る
10
月
１
日
、
合

併
に
よ
る
湖
南
市
誕
生
と
い
う
大

事
業
を
実
現
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

石
部
町
・
甲
西
町
の
平
成
15
年
度

決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（単位：千円）

平成15年度石部町一般会計決算

歳出
43億8526万7千円

教育費
９億7195万２千円
22.2％

総務費
７億6346万９千円
17.4％

民生費
７億6217万８千円
17.4％

土木費
５億6782万円　12.9％

公債費
５億5459万１千円
12.6％

衛生費
４億4157万１千円
10.1％

消防費
１億5936万４千円
3.6％

議会費　8562万７千円　2.0％
農林水産費　5404万円　1.2％
商工費　1825万円　0.4％
労働費　390万５千円　0.1％

諸支出金　250万円　0.1％

町税
17億381万9千円
36.9%

地方交付税
８億4527万８千円
18.3％

地方交付税
８億4527万８千円
18.3％

歳入

町債
７億1190万円
15.4％

国庫・県支出金
５億2071万２千円
11.3％

諸収入など
３億4317万６千円　7.4％

譲与税・交付金など
２億4133万７千円
5.2％

使用料及び手数料
１億330万円　2.2％

繰越金
9844万７千円　2.1％

分担金及び負担金
5274万５千円　1.2％

46億2071万４千円

会計別決算額
会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計 4,620,714 4,385,267 235,447

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 790,829 726,011 64,818

老 人 保 健 医 療 事 業 特 別 会 計 661,357 654,167 7,190

介 護 保 険 特 別 会 計 363,959 355,792 8,167

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 699,468 692,888 6,580

病 院 事 業 会 計
収 益 的 収 支 463,106 539,493 △76,387

資 本 的 収 支 23,273 22,504 769

訪問看護ステーション事業

特 別 会 計

収 益 的 収 支 20,359 19,342 1,017

資 本 的 収 支 0 0 0

上 水 道 事 業 企 業 会 計
収 益 的 収 支 277,430 294,531 △17,101

資 本 的 収 支 13,209 71,403 △58,194
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（単位：千円）

平成15年度甲西町一般会計決算

指
標
で
見
る
財
政
事
情

起債制限比率

～15％…健全
�15～20％…注意

石部町 11.4％
甲西町 11.5％

公債費比率 財政力指数 経常収支比率

～10％…健全
�10％以上…注意

石部町 16.1％
甲西町 16.6％

１に近くまたは
超えるほど健全

石部町 0.66
甲西町 0.90

～75％…健全
�75％以上…注意

石部町 85.4％
甲西町 87.5％

町税
60億4243万円　50.7％

国庫・県支出金
16億613万3千円　13.5％

町債
13億4520万円　11.3％

譲与税・交付金など
９億1337万６千円
7.7％

地方交付税
６億1581万５千円
5.2％

分担金及び負担金
５億3838万４千円
4.5％

繰越金
４億220万９千円　3.4％

諸収入など
３億2119万２千円　2.7％

使用料及び手数料
１億1813万８千円　1.0％

119億287万７千円

民生費
21億9331万７千円
18.8％

総務費
21億5156万５千円
18.5％

土木費
20億418万２千円
17.2％

教育費
15億4471万１千円
13.3％

公債費
12億5230万５千円
10.7％

衛生費
11億6667万４千円
10.0％

農林水産費
５億3317万円
4.6％

消防費
４億5840万２千円
3.9％

議会費
１億3379万円　1.1％

商工費
１億1812万１千円　1.0％

労働費
１億127万４千円　0.9％

諸支出金
73万９千円　0.0％

歳 入

116億5825万円

歳 出

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 特 別 会 計

笹 ヶ 谷 開 発 特 別 会 計

診 療 所 事 業 特 別 会 計

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

公 共 下 水 道 特 別 会 計

国民健康保険特別会計

上 水 道 特 別 会 計

事 業 勘 定

施 設 勘 定

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

11,902,877 11,658,250 244,627

335,115 335,115 0

13,513 57,249 △43,736

65,743 8,068 57,675

151,144 134,265 16,879

2,433,543 2,308,018 125,525

178,615 175,705 2,910

1,836,857 1,866,694 △29,837

1,005,819 994,489 11,330

2,187,096 2,166,192 20,904

1,081,695 1,014,133 67,562

346,582 576,727 △230,145
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道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

〜
携
帯
電
話
は
、
車
を
安
全
な
と
こ
ろ
に
止
め
て
か
ら

　

今
や
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
る
携
帯
電
話
。
し
か
し
、
運
転

中
の
使
用
は
大
変
危
険
で
す
。

　

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

11
月
１
日
か
ら
、
自
動
車
や
原
付

自
転
車
を
運
転
中
に
携
帯
電
話
な

ど
を
手
で
持
っ
て
、
通
話
の
た
め

に
使
用
し
た
り
、
液
晶
画
面
を
注

視
し
た
り
す
る
と
罰
則
（
５
万
円

以
下
の
罰
金
な
ど
）
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

安
全
運
転
の
た
め
、
携
帯
電
話

は
電
源
を
切
る
か
、
車
を
安
全
な

場
所
に
止
め
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
装
置
を
使
用
し

た
場
合
な
ど
は
適
用
除
外
で
す
。

交通
DATA

市内の交通事故発生状況
　　　　　　　　　　　（平成16年９月末日現在）

人身事故
発生件数 負傷者数 死者数 物損事故

発生件数
９月の
事故状況 29 30 0 156

前年対比 0 －13 0 －6
本年累計
（１～9月） 299 375 3 1,480

前年対比 ＋33 ＋30 ＋3 －55

●渋滞中だから大丈夫と、メ
ールを見た

●信号待ちの間に、ちょっと
電話をかけた

●着信音が鳴り、とっさに電
話に出た

　これらも違反です

第8回スペシャルオリンピックス
冬季世界大会（長野）
10,000人トーチラン滋賀

つなぐ ! 湖南市から甲賀市へ聖火リレー

11月21日（日）
トーチラン滋賀を成功させて
スペシャルオリンピックス冬季
世界大会を応援しよう！

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

（
Ｓ
Ｏ
）
冬
季
世
界
大
会
は
、
知

的
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、

競
技
会
を
通
じ
て
「
自
立
と
社
会

参
加
」
を
促
進
す
る
た
め
の
国
際

的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

２
０
０
５
年
２
月
、
ア
ジ
ア
で
初

め
て
第
８
回
冬
季
世
界
大
会
（
長

野
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
を
一
人
で
も
多
く
の

市
民
の
か
た
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
全
国
で
行
わ
れ
る
取
り
組

み
が
「
５
０
０
万
人
ト
ー
チ
ラ
ン
」

で
す
。
主
役
の
ト
ー
チ
ラ
ン
ナ
ー

は
、
知
的
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
、

そ
し
て
一
緒
に
走
る
２０
人
の
市
民

サ
ポ
ー
タ
ー
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

１
区
間
５
０
０
ｍ
を
走
り
ま
す
。

す
べ
て
の
参
加
者
は
等
し
く
１
，

０
０
０
円
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
お

金
は
「
ト
ー
チ
ラ
ン
滋
賀
」
と
世

界
大
会
運
営
費
の
カ
ン
パ
に
充
て

ら
れ
ま
す
（
小
・
中
・
高
生
は
無

料
と
な
り
ま
す
）
。

　

滋
賀
県
に
お
い
て
は
、
７
月
に

実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
県
下

７
ブ
ロ
ッ
ク
で
ト
ー
チ
ラ
ン
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
、
甲
賀
ブ
ロ

ッ
ク
に
お
い
て
も
１１
月
２１
日
（
日
）

に
湖
南
市
役
所
〜
甲
賀
市
役
所
間

で
ト
ー
チ
ラ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
次
の
と
お
り
ご

協
力
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
内
容

①
ト
ー
チ
ラ
ン
に
サ
ポ
ー
タ
ー
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
人

②
世
界
大
会
お
よ
び
「
ト
ー
チ
ラ

ン
滋
賀
」
の
運
営
資
金
に
カ
ン
パ

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
（
２
０

０
５
年
世
界
大
会
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ

進
呈
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｓ
Ｏ
ト
ー
チ
ラ
ン
甲
賀
ブ
ロ
ッ

ク
実
行
委
員
会
事
務
局
（
滋
賀

県
社
会
福
祉
事
業
団
企
画
事
業

部
内
）�

　

（
７５
）
８
６
１
５

�

　

（
７５
）
８
８
６
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
参
加
者
・

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

地域住民の皆さんへ
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご声援をお願いします。

【トーチランコース（旧東海道）】
スタート　湖南市役所（東庁舎）（9：15）～夏見（9：45）

～吉永（10：10）～三雲駅前（10：25）～朝国（10：40）

～泉（11：00）～北脇（11：15）～郡民会館（11：45）～

甲賀市役所（水口庁舎）（12：10）　ゴール

FAX

あなたは
　していませんか？
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◇
秋
季
卓
球
大
会

　

■
日　

時

　
　

11
月
14
日（
日
）午
前
9
時

　

■
会　

場

　
　

総
合
体
育
館

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

湖
南
市
体
育
協
会

�

　
　

（
71
）
3
3
0
6

�

　
　

（
72
）
7
1
1
7

ス
ポ
ー
ツ
結
果

FAX

お  知  ら  せ
　毎月第3土曜日に総合体育館で実施して
いるエンジョイスポーツデー（無料開放）。
　11月は都合により中止します。ご利用
の皆さんのご理解とご協力をよろしくお
願いします。

◆
第
19
回
地
区
対
抗
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

９
月
４
日
・
野
洲
川
親
水
公
園
G
B

優　

勝　

菩
提
寺
北

準
優
勝　

緑
ヶ
丘

第
３
位　

夏
見

◆
秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
お
よ
び
ペ
ア
ゴ

ル
フ
大
会

９
月
１５
日
・
甲
賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

【
個
人
の
部
】

�

優　

勝　

名
倉
富
士
夫

�

準
優
勝　

友
野　

幸
雄

�

第
３
位　

小
林　

孝
司

�

男
子
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　
　
　
　

吉
田
美
津
雄

�

女
子
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　
　
　
　

花
原　

幾
代

【
ペ
ア
の
部
】

�

優　

勝　

中
口
輝
昭
・
西
村
忠
文
組

�

準
優
勝　

長
谷
平
官
・
吉
田
美
津
雄
組

◆
第
22
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
１８
日
・
野
洲
川
親
水
公
園
G
G

【
総
合
の
部
】

　

優　

勝　

後
藤　

と
し
え

�

準
優
勝　

桑
島　

隆

�

第
３
位　

山
田　

敏
一

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】

　

優　

勝　

長
谷　

き
み
江

�

準
優
勝　

成
宮　

敬
子

�

第
３
位　

小
島　

絢
子

◆
第
25
回
剣
道
大
会

【
基
本
の
部
】

　

９
月
４
日
・
雨
山
第
２
体
育
館

　

優　

勝　

草
川　

奈
那

　

準
優
勝　

山
口　

果
穂

　

第
３
位　

青
山　

紘
也

【
小
学
生
の
部
】

　

優　

勝　

山
本　

強
心

　

準
優
勝　

中
村　

航
基

�

第
３
位　

寺
村　

尚
起

【
中
学
生
の
部
】

�

優　

勝　

大
橋　

英
貴

�

準
優
勝　

寺
村　

祐
起

�

第
３
位　

大
城　

弘
次

【
高
校
生
の
部
】

�

優　

勝　

奥
野　

優
太

�

準
優
勝　

禮
場　

絵
美

�

第
３
位　

仁
尾
友
理
恵

◆
第
25
回
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

　

９
月
５
日
・
雨
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
上
級
の
部
】

�

優　

勝　

今
村
・
谷
田
組

�

準
優
勝　

渡
邊
・
堀
尾
組

�

第
３
位　

伊
達
・
山
内
組

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
初
級
の
部
】

�

優　

勝　

西
村
・
西
川
組

�

準
優
勝　

長
原
・
泰
村
組

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
上
級
の
部
】

�

優　

勝　

山
本
・
鈴
木
組

�

準
優
勝　

江
草
・
谷
田
組

◆
第
43
回
野
球
大
会

　

９
月
５
日
、１２
日
・
雨
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　
（
株
）ゴ
ー
シ
ュ
ー

�

準
優
勝　

石
部
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野

球
部
Ｏ
Ｂ
会

�

第
３
位　

シ
ー
ル
ズ

第25回石部宿場マラソン大会
参加者募集

■日　時
�12月12日（日）
�午前9時20分～（受付：午前8時30分～）
�※雨天決行

■会　場
�じゅらくの里（東寺）

■種目・部門（4種目8部門）
�★10.5km（高校生以上）
�　・男子の部　・女子の部
�★5.0km（中学生以上）
�　・男子の部　・女子の部
�★3.0km（中学生以上）
�　・男子の部　・女子の部
�★2.0km（保護者伴走可）
�　・小学生男子の部　・小学生女子の部

■コース
�じゅらくの里周回コース

■参加費
�○10.5km…2,000円
�○  3.0km…1,000円
�○  5.0km…1,500円
�○  2.0km…無料

■申込期限
�11月19日（金）

■主　催
�湖南市、湖南市教育委員会、湖南市体育協会

■問い合わせ先
�石部宿場マラソン大会事務局（生涯学習課スポーツ振

興室内）
�　77－6250
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● まちのわだい ●

秋
の
夜
長
に
名
曲
を
・・・

●
吉
御
子
神
社
で
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

●
岩
根
東
区
で
芋
掘
り
大
会

　

吉
御
子
神
社
で
１０
月
１７
日
、
石

部
西
区
主
催
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
、
約
１
５
０
人
の
聴
衆

が
名
曲
の
数
々
に
酔
い
し
れ
ま
し

た
。

　

湖
南
市
発
足
に
伴
う
区
の
再
編

で
新
た
に
発
足
し
た
同
区
で
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
を
め
ざ

す
た
め
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
星
空
の
下
、
本
殿
に

お
い
て
同
区
住
民
の
溝
田
あ
ゆ
ち

さ
ん
ら
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
や
、

県
内
で
活
動
す
る
「
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
弦
楽
四
重
奏
団
」
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
、
厳
か
な
雰
囲
気
の

漂
う
な
か
、
人
々
を
し
ば
し
安
ら

ぎ
の
空
間
へ
い
ざ
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

１０
月
２３
日
、
三
雲
不
動
尊
に
て
、

今
年
最
後
の
護
摩
焚
き
法
要
が
行

わ
れ
、
参
拝
者
約
１
５
０
人
が
護

摩
木
に
願
い
を
託
し
ま
し
た
。

　

約
６
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
こ

の
勇
壮
な
儀
式
は
、
年
に
４
回
行

わ
れ
、
家
内
安
全
や
病
魔
退
散
、

学
力
向
上
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
、

参
拝
者
が
護
摩
木
に
祈
願
の
内
容

を
記
し
て
奉
納
、
お
経
を
唱
え
な

が
ら
、
約
３
m
も
の
高
さ
に
ま
で

吹
き
上
が
る
護
摩
の
煙
と
炎
に
祈

り
を
込
め
て
い
ま
し
た
。 

　

岩
根
東
区
内
の
畑
で
１０
月
１７
日
、

芋
掘
り
大
会
が
行
わ
れ
、
同
区
の

住
民
約
１
５
０
人
が
取
れ
た
て
の

サ
ツ
マ
イ
モ
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
同
区
の
生
涯
学

習
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
。
今

春
５
０
０
株
の
苗
を
植
え
、
肥
料

や
り
や
草
取
り
を
行
う
な
ど
手
塩

に
か
け
て
育
て
て
き
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
芋
は
約
１
ト
ン
強
。

そ
の
一
部
は
同
区
各
種
団
体
の
役

員
に
よ
っ
て
ケ
ー
キ
や
天
ぷ
ら
、

焼
き
芋
に
調
理
さ
れ
、
作
業
で
疲

れ
た
参
加
者
の
お
な
か
を
癒
し
ま

し
た
。

取
れ
た
て
の
芋
に
笑
顔
ホ
ク
ホ
ク

よ
し  　

み　
　

こ

煙
と
炎
に
願
い
を
託
し
て

�

●
三
雲
不
動
尊
「
柴
燈
護
摩
」

�

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
１０
月
２３

日
、
子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

の
主
催
に
よ
る
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
２
回
目

の
開
催
。
同
協
議
会
の
児
童
福
祉

部
会
が
中
心
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
大
型
遊
具
に
興

じ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
り
大
は
し
ゃ
ぎ
。
こ

の
日
は
ほ
か
に
も
主
任
児
童
委
員

ら
に
よ
る
音
楽
劇
や
紙
芝
居
な
ど

が
行
わ
れ
、
そ
の
熱
演
ぶ
り
に
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
く
遊
べ
た
よ
！

　

●
子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

湖南市ホームページで
も紹介しています。
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江
戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

石
部
宿
ま
つ
り

石
部
宿
ま
つ
り

第2回

　

９
月
23
日
、
石
部
町
役
場
（
現
・
市
役
所
西
庁
舎
）
周
辺
お

よ
び
旧
東
海
道
筋
を
中
心
に
「
石
部
宿
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
石
部
地
域
の

伝
統
と
文
化
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
今
年

が
２
回
目
の
開
催
。

　

東
海
道
五
十
三
次
の
51
番
目
の
宿
と
し
て
知
ら
れ
る
「
石
部

宿
」
は
、
京
都
を
朝
出
発
す
る
と
石
部
に
夕
方
ご
ろ
到
着
す
る

こ
と
か
ら
「
京
立
ち
石
部
泊
ま
り
」
と
い
わ
れ
、
京
都
を
立
っ

た
人
々
が
最
初
に
泊
ま
る
宿
場
で
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
江
戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
情

景
が
再
現
さ
れ
、
特
に
目
玉
で
あ
る
夢
街
道
行
列
「
新
選
組
と

幕
府
の
人
々
」
で
は
、
新
選
組
や
お
姫
様
、
旅
芸
人
な
ど
に
ふ

ん
し
た
人
た
ち
が
、
旧
東
海
道
筋
を
練
り
歩
き
、
見
る
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ほ
か
に
も
寸
劇
「
石
部
宿
で

の
一
幕
」
や
か
ご
か
き
レ
ー
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
４
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

夢街道
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「
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」です

。

　

未
来
を
担
う
青
少
年
が
、
豊
か

な
個
性
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
成
長

で
き
る
よ
う
に
、
青
少
年
育
成
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
月
間
で
す
。

�
青
少
年
を
取
り
巻
く
状
況

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
生
き
生
き
と
活
動
す
る

子
ど
も
た
ち
が
い
る
一
方
で
、
非

行
少
年
の
数
は
戦
後
第
四
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
都
市
化
、

情
報
伝
達
形
態
の
変
化
、
少
子
化

の
進
行
、
家
族
形
態
の
多
様
化
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
豊
か
な
子

ど
も
期
を
過
ご
す
た
め
に
必
要
な

「
時
間
」
と
「
空
間
」
、「
仲
間
」

の
い
わ
ゆ
る
「
三
間
」
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
で
の
か
か
わ
り

合
い
が
希
薄
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
実
体
験
や
内
面
の
葛
藤
を
経
て

自
律
性
や
社
会
性
を
獲
得
す
る
機

会
も
減
少
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

湖
南
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
…

　

こ
の
た
び
石
部
町
と
甲
西
町
の

両
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
合
併

し
、
湖
南
市
青
少
年
市
民
会
議
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
新
組
織
に

お
い
て
も
、
地
域
社
会
に
お
け
る

青
少
年
育
成
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
強
調
月
間
で
は
、
特
に
「
万

引
き
防
止
対
策
の
推
進
」
に
つ
い

て
取
り
組
み
ま
す
。
「
万
引
き
は

犯
罪
」
と
の
規
範
意
識
を
高
め
、

青
少
年
の
非
行
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
滋
賀
県
青
少
年
育
成
中

期
指
針
基
本
目
標
「
子
ど
も
が
育

つ　

人
や
自
然
と
の
出
会
い
が
多

い
社
会
を
め
ざ
す
」
に
向
か
っ
て
、

地
域
の
一
員
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
で
き
る
取

り
組
み
を
進
め
、
か
か
わ
り
合
う

機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
大

人
自
身
も
心
が
け
、
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

  

湖
南
市
青
少
年
育
成
市
民

  

会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

地
域
で
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
輪

を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
青
少
年

育
成
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　

時

�

１２
月
２３
日
（
祝
）

　

午
後
１
時
３０
分
〜

■
場　

所

�

市
民
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
（
サ

　

ン
ヒ
ル
ズ
甲
西
）
本
館

�

詳
し
く
は
、
「
広
報
こ
な
ん
」

１２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
と
は

�

女
性
に
対
し
て
身
体
的
、
性
的
、

心
理
的
に
傷
害
や
苦
し
み
を
も
た

ら
す
行
為
や
脅
迫
な
ど
を
い
い
ま

す
。
例
え
ば
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
、
性
犯
罪
、
売

買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

が
あ
り
、
被
害
を
受
け
る
女
性
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

女
性
へ
の
暴
力
が
起
こ
る
背
景

　

男
女
間
の
暴
力
の
背
景
に
は
、

女
性
を
対
等
な
人
間
と
し
て
尊
重

す
る
こ
と
な
く
社
会
的
に
自
分
よ

り
下
に
あ
る
と
見
な
す
意
識
が
根

底
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
男
性
は
女
性
よ
り
も

身
体
的
・
社
会
的
・
経
済
的
に
優

位
な
立
場
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
立
場
か
ら
女
性
に
対
し
て
暴

力
を
振
る
っ
た
り
、
女
性
が
嫌
が

る
性
的
な
言
動
を
行
っ
た
り
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

　

被
害
に
遭
っ
た
ら
、
一
人
で
悩

ま
ず
相
談
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

●
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

�

　
　

０
７
７（

５６４
）７
８
６
７

●
滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　

タ
ー

�

　
　

０
７
４
８（
３７
）８
７
３
９

●
滋
賀
県
警
女
性
警
察
チ
ー
ム「
Ｃ

　

Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ（
ク
ラ
ラ
）」

�

　
　

０
７
７（

５２１
）９
６
６
２

●
大
津
地
方
法
務
局
「
女
性
の
人

　

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
電
話
相
談
）」

�

　
　

０
７
７（

５２２
）４
６
９
９

※
全
国
一
斉
相
談
日

　

１１
月
２１
日（
日
）

　

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

０
７
７（

５２２
）５
０
８
０（
臨
時
）

　

１１
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
１

週
間
、
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、

家
庭
や
会
社
な
ど
で
火
を
取
り
扱

う
機
会
が
増
え
る
一
方
、
空
気
が

大
変
乾
燥
し
火
災
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
実
際

に
湖
南
市
地
域
に
お
い
て
こ
の
時

期
、
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

　

最
近
、
消
火
栓
・
防
火
水
槽
付

近
や
、
住
宅
地
な
ど
の
道
幅
の
狭

い
道
路
で
の
路
上
駐
車
が
目
立
ち

ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
火
災
・
救

急
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
た
り
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
消
火
栓
な
ど

の
消
防
水
利
が
使
え
な
か
っ
た
り
、

救
急
救
命
活
動
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
路
上
駐
車
は
皆
さ

ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
う
え
で

も
絶
対
に
や
め
、
共
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
甲
賀
広
域
行
政
組
合
第
２
消
防
署

�

　
　
　

（
７２
）
０
１
１
９

○
甲
賀
広
域
行
政
組
合
第
２
消
防
分
遣
所

�

　
　
　

（
７７
）
２
１
１
９

 

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

女
性
へ
の
暴
力
の
根
絶
へ

11
月
12
日（
金
）〜
25
日（
木
）は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
間
で
す
。

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
間
で
す
。

◎
11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
す
。

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

火
は
消
し
た
？
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11月は

か
っ
と
う
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今
月
の
納
税
な
ど

・
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
分
）

・
保
育
料

・
介
護
保
険
料

・
住
宅
使
用
料

・
上
水
道
使
用
料

・
下
水
道
使
用
料

・
下
水
道
受
益
者
負
担
金（
第
３
期
分
）

�

納
期
限
は
１１
月
３０
日（
火
）で
す
。

�

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

郵
便
局
の
口
座
振
替
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
の
人
へ

　

市
税
・
各
種
料
金
の
振
替
予
定

日
に
残
高
不
足
に
よ
り
振
替
が
で

き
な
い
場
合
は
、
翌
月
５
日
（
そ

の
日
が
郵
便
局
の
営
業
日
で
な
い

場
合
は
、
翌
営
業
日
）
に
再
度
、

振
替
を
行
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

交　換　銀　行

　おうちで必要のなくなったものや欲しいもの
を交換しませんか。思い出の品を捨ててしまう
くらいなら、だれかのために役立てたいですね。
◎譲ります
�・乳母車　・ベビー布団　・おんぶひも
　・ダブルベッド（マットレス付）
　・マットレス（シングルサイズ）
　・布団一式（シングルサイズ）
◎譲ってください
�・チャイルドシート（1歳以上対象）
�・ストーブ用ガード　・ファンヒーター用ガード
�・Ａ型ベビーカー　　・水戸幼稚園制服（女児用）
�・光星学園制服（男女どちらでも可）
　・通学用自転車（26・27インチ）
�・幼児用自転車（男児向け・12～14インチ）
　・シングルベッド
　・女性用ウイッグ（ショートヘア）
■問い合わせ先
�環境課クリーンタウン推進担当
��71－2358

リサイクルプラザカレンダー

湖南市リサイクルプラザ

　リサイクルプラザは、市民の皆さんから分別収
集した缶・びん・ペットボトルや、新聞紙・ダンボー
ルなどの古紙、古布、直接（戸別）持ち込まれた不
燃粗大ごみを、選別・圧縮・破砕・一時保管などリサ
イクルするための中間処理をする施設です。

�75－3933
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

■印…休所日
□印…「粗大ごみ」戸別収集日（旧甲西町域のみ）
※戸別収集の申込締切は、収集日の前の週の金曜
日までとなります。

○搬入時間　午前９時～午後４時

湖南市役所
（東庁舎）

にごり池体育館

旧東海道

国道1号線

甲西駅

三雲駅

水戸町

岩根小
火葬場
霊園

湖
南
市

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

至甲賀市

市民グラウンド

下田小

高松町南

湖南市リサイクルプラザ案内図

至栗東市

12月7日

無料法律相談を開催します無料法律相談を開催します
　日常生活から生じるさまざまな法律問題につい
て身近な場所で弁護士が相談に応じます。
�相談時間は1人30分で、相談は無料。申し込み
は先着順とします。
■日　時
�12月7日（火）午後1時～4時
■場　所
�共同福祉施設（サンライフ甲西）
■定　員
�6人
■相談員
�滋賀弁護士会弁護士
■申込方法
�執務時間中（午前8時30分～午後5時15分）
に直接来庁のうえ、下記までお申し込みください。
■問い合わせ先
�総務課住民総合相談担当　　71－2360

自
衛
官
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集
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相談窓口 育児相談

赤ちゃんホットライン（電話相談）
女性の悩み相談

○総務課（東庁舎）　�７１－２３６０
○管理課（西庁舎）　　７７－７０００
○地域総合センター（三雲会館�７２－３１６６、三雲教育集

会所�７２－３３０１、夏見会館�７２－３０８３、柑子袋会館
�７２－２９９３、松籟会館�７７－２９７２、岩根会館�７２－
２２９２）では、人権相談をはじめとした各種相談を受け付け
ています。

◇日　時
　毎週月～金曜日（祝日を除く）　８:３０～１７:１５

保健センター（旧甲西町保健センター）��７２－４００８
石部保健センター� �７７－７００８
◇子育てに関する悩みや心配なこと、また離乳

食やお子さまの発達などについて気軽にご相
談ください。

◇随時、電話にて受け付けます。
※発達相談員による発達相談（予約制）の紹介
も行います。

介護についての相談・高齢者の生活相談

もの忘れについての電話相談

湖南市高齢者支援センター（東庁舎内）
　　　　　　　　　　　  　  �７１－４６５２
高齢者支援センターみくも� �７２－８１００
高齢者支援センターぼだいじ��７４－４０９３
高齢者支援センターいしべ� �７７－５２４３

各種相談各種相談

教育電話相談

よろず相談・行政相談・人権相談

女性就業相談

法律相談

☆時間はいずれも13：00～16：00です。
◇問い合わせ先
・よろず相談…社会福祉協議会　�72－4102
・行 政 相 談…総務課　　　　　�71－2360
・人 権 相 談…人権政策課　　　�71－2322

滋賀県商工観光労働部労政能力開
発課雇用対策推進室　   ７２－９３１１

◇日　時
　１１月１７日（水）、２６日（金）
　９:００～１６:００
◇場　所
　女性センター

石部町商工会　�７７－４１４５
◇日　時
　１１月２０日（土）   ９:３０～１２:００
◇場　所
　石部町商工会館

甲西町商工会　�７２－００３８
◇日　時
　１１月２６日（金） １３:１５～１５:１５
◇場　所
　共同福祉施設（サンライフ甲西）

保健センター（旧甲西町保健センター）　  ７１－４１５０
◇日　時
　毎週月～金曜日（祝日を除く）
　８：３０～１７：１５
◇内　容
　妊娠・出産・育児など

保健センター（旧甲西町保健センター）    ７２－４００８
石部保健センター�７７－７００８
◇日　時
　毎週月～金曜日（祝日を除く）
　８:３０～１７:１５
◇対　象
　もの忘れについて気になる人、またはその家族
※専門医によるもの忘れ相談（予約制）の
紹介も行います。

ふれあい教育相談室　�７２－４８１０
E-mail k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
◇日　時
　毎週月～金曜日　９:００～１７:００
◇場　所
　勤労青少年ホーム

　事前に予約が必要です。
◇日　時
　１１月１８日（木）　１０:００～１２:００
◇場　所
　社会福祉センター（旧甲西町老人福祉センター）
◇申し込み・問い合わせ先
　人権政策課　�７１－２３５４

就労相談を行っています
　厳しい雇用情勢が続くなか、求職活動をする人たち
を応援するため、市では就労相談を行っています。気
軽にご利用ください。
　なお、相談の際は事前に予約してください。
■日　時
○毎週月曜日・金曜日
�午前8時30分～午後5時15分
○毎週水曜日〔今月については第1週（3日）が祝日の

ため、4日の木曜日に変更になります〕
�午後1時～5時15分
■相談例
○就労相談
○労災保険・雇用保険・厚生年金などのアドバイス
■会場・予約先
�共同福祉施設（サンライフ甲西）1階
�　・　 72－4708FAX

地域での就労相談も行います
■日時・会場
○11月  4日（木）　三雲会館　　　72－3166
○11月10日（水）　岩根会館　　　72－2292
○11月17日（水）　柑子袋会館　　72－2993
○11月24日（水）　夏見会館　　　72－3083
�☆すべて午前9時～11時30分となっています。

再就職をめざすシニアの人のための

■日　時
�12月6日（月）～10日（金）（5日間）
�午後1時～4時30分
�☆最終日には、公共職業安定所と合同で面接会を開催します。
■場　所
�滋賀ビル9階〔大津市梅林一丁目3－10（ＪＲ大津駅前）〕
■対　象
�55歳～68歳の人
■定　員
�20人
�※定員を超えるときは抽選となります。
■費　用
�無料（教材は支給します）
■申込方法
�往復はがきに講習名（警備）、住所、氏名（ふりがな）、年
齢（生年月日）、電話番号を明記のうえ、11月18日（木）（必
着）までにお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ先
�（社）滋賀県シルバー人材センター連合会（〒520－

0051　大津市梅林一丁目3－10）
�　　077－525－4128
�　　077－527－9490

日
場　所

社会福祉センター
（旧甲西町老人福祉
センター）

石部老人福祉センター
（旧石部町老人福祉
センター）

よろず相談

行政相談
人権相談

よろず相談
行政相談

よろず相談
行政相談人権相談

９日（火） 19日（金） 29日（月）
11日（木）

（第2木曜日）

警備技能講習会警備技能講習会

FAX

知的障害者（児）相談
社会福祉協議会　�７２－４１０２
◇日　時
　１１月２９日（月）１３:００～１６:００
◇場　所　
　社会福祉センター（旧甲西町老人福

祉センター）

　相談は無料、秘密は厳守されます。
予約制ですので、前日までに予約申し込
みを行ってください。
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11月7日（日）
午前9時30分～午後3時30分

■場　所
�近江学園グラウンド
○今年もステージ出演者多数決定（太鼓、ブラスバンド、

フォークソングなど）!
○模擬店、ふれあいマーケット、遊びコーナーもさらに充実！
�楽しい内容が盛りだくさん！皆さん、誘い合ってお越
しください。

■問い合わせ先
�ふれあい広場実行委員会（委員長 : 池田）
�　　77－4607

じんけんのまつり2004じんけんのまつり2004じんけんのまつり2004じんけんのまつり2004
（第19回みくも部落解放文化のつどい）
人権・平和・環境・福祉・国際交流を共に考えよう!

11月14日（日）
午前9時30分～午後4時
※展示は11月13日（土）～

■場　所

�市立三雲公民館

■内　容

☆開会セレモニー

☆催し物

・芸能発表（午前10時～午後0時30分・午後2時30分～4時）

・特別企画（午後1時～2時30分）

　沖縄民謡（沖縄館さんしん倶楽部）ほか

☆展示（午前9時30分～午後4時）

・子育て支援学級共同作品

・人権問題パネル展

・園児作品（三雲保育園・三雲幼稚園）

・一般作品（盆栽、生け花、写真、絵画、書道、手芸など）

☆ふれあい工作広場（午前10時～午後1時30分）

☆食べ物コーナー（午前10時～午後3時）

☆フリーマーケット（午前10時～午後4時）

☆もちつき大会（午前11時～午後1時30分）

☆ふれあい福祉基金募集

■主　催

�じんけんのまつり2004実行委員会

■問い合わせ先

〇三雲地域総合センター（三雲会館）　　72－3166

〇三雲公民館　　72－4532

※会場は駐車スペースが限られています。車でのご来場は

できるだけご遠慮ください。

菩提寺公民館まつり
11月27日（土）・28日（日）

■場　所
�菩提寺公民館

  体験コーナー　（27日の午前9時30分～午後2時、申
　　　　　　　　込受付は1時30分まで）

　【内容】親子竹馬体験、押し花のしおり作製など

  展示の部    （27日・28日のいずれも午前9時～午後4時）
�【内容】大津絵、水墨画、表装、書道、俳句、手芸、ちぎり絵、

写真、幼児・小学生・高齢者の作品など

�発表の部　 （28日の午前9時15分～午後4時）
�【内容】謡曲、詩吟、太鼓、大正琴、手話、ダンス、スポーツチ

ャンバラ、影絵ほか

  バザーの部　（28日の午前10時～午後3時）
　【内容】フランクフルト、かやくご飯、おでん、焼きそば、綿菓

子、みたらし団子、うどんなど

  フリーマーケット　（28日の午前10時～午後3時）

■問い合わせ先
�菩提寺公民館　    74－3471

※会場は駐車スペースが限られています。車でのご来場はで
きるだけご遠慮ください。

夏見・針地域住民

ふれあいまつり
夏見・針地域住民

ふれあいまつり

11月3日（祝）
午前9時30分～午後3時

■場　所
　夏見会館、夏見公民館、夏見児童遊園地
■内　容
○展示の部
・こども作品展（保育園・幼稚園児、小学生）
・個人作品展（絵画、書、写真、工芸、手芸、盆栽、生け花など）
○発表の部
�民踊、大正琴、オカリナ、カラオケなど
○野菜即売会
○バザー
○食べ物コーナー
�うどん、ソーセージ、綿菓子、ポップコーンなど
○こども広場
■主　催
�夏見・針地域住民ふれあいまつり実行委員会
■問い合わせ先
�夏見会館　　  72－3083
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収穫体験をしよう！

　土にふれて収穫した、取れたての新鮮野菜を味わって
みませんか。
■日　時
�11月6日（土）午前10時～午後3時
�※雨天の場合は7日（日）に延期します。
■受付場所
�ＪＡ低温倉庫駐車場（地図参照）
■問い合わせ先
�農林課農業振興担当　　  71－2329
�
①さつまいも収穫体験
■体験料
�1袋につき500円
�※買い物用サミット袋入れ放題（5kg程度）です。袋
　は現地でお渡しします。
■持ち物
�軍手・移植ゴテなど
■主　催
�農業後継者クラブ88（ＪＡ甲賀郡甲西営農センター）
�
②大根収穫体験
■体験料
�1本につき100円
■持ち物
�軍手、ビニール袋
■主　催
�グリーンファーム香清

　純国内産のそば粉を使って、手打ちそばづくりを体験
してみませんか。打ちたて、ゆでたてのそばの味をこの
機会にぜひ味わってみてください。また、冬野菜を使っ
た漬物づくり教室も行います。興味のある人はこの機会
にぜひご参加ください。
■日　時
�11月27日（土）
�午前9時～午後1時30分
■場　所
�柑子袋公民館
■定　員
　30人（先着順）
■参加費
�500円
■持ち物
�エプロン、三角巾
■申込方法
�11月19日（金）までの業務時間中（平日の午前8時
30分～午後5時15分）に電話でお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ先
�生活改善連絡協議会事務局（農林課農業振興担当）
　　71－2329

岩根西

夏見

国道１号

総　合
体育館

野洲川

野洲川親水公園 甲西中央橋

駐車場
低温倉庫

受付場所

至岩根

至野洲市

至栗東市

さつまいも
収穫体験場

大根
収穫体験場

まちとむらのふれあいフォーラム

参加者募集

そば打ち体験道場
冬野菜を使った漬け物づくり教室

と

　湖南市の観光名所の一つである、うつくし松自生地
のほとりで秋の一日を楽しく過ごしませんか。
■日　時
�11月14日（日）
�午前10時～午後2時30分
■場　所
�うつくし松グラウンド
　（平松）
■イベント内容
☆バランス芸・ジャグ
　リング
☆バルーンショー
☆紙芝居・大正琴
☆宝さがし
☆チアリーディング
■模擬店　
�たこ焼き、フランクフルト、かやくご飯、芋煮、手づ
　くりパン
■主　催
�平松区、平松区生活改善美松グループ
■協　力
�甲西地域観光物産協会
■問い合わせ先
�商工観光課商工観光担当　　　71－2331

JAカントリー
エレベーター


